
市
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
昨
年
４

月
、
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
へ
の
教

育
指
導
の
充
実
や
学
習
状
況
の
改
善
等

に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
教
育
に
関
す

る
継
続
的
な
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル
を
確

立
す
る
た
め
、
「
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
左
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に

小
学
校
６
年
生
で
は
、
国
語
、
算
数
の

基
本
の
部
分(
Ａ)

で
は
県
平
均
を
上
回
っ

て
い
る
も
の
の
、
応
用
の
部
分(

Ｂ)

で

は
県
平
均
を
下
回
っ
て
お
り
、
中
学
校

３
年
生
で
は
、
国
語
、
数
学
、
理
科
の

い
ず
れ
も
県
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
し

た
。こ

の
結
果
を
受
け
て
、
学
校
で
は
、

４
月
段
階
で
、
把
握
し
た
児
童
生
徒
の

学
力
に
基
づ
き
、
力
の
伸
長
及
び
課
題

克
服
に
向
け
、
「
出
来
た
」
「
分
か
っ

た
」
喜
び
を
感
じ
さ
せ
る
授
業
を
め
ざ

し
て
、
岡
山
型
学
習
指
導
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
に
基
づ
い
た
授
業
づ
く
り
や
、
家

庭
学
習
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
基
づ
く
、

授
業
と
家
庭
学
習
の
つ
な
が
り
を
意

識
し
た
指
導
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
取
り
組
み
を
続
け
る
中

で
、
11
月
に
は
、
小
学
校
４
・
５
年

生
、
中
学
校
２
年
生
を
対
象
に
、
県

下
一
斉
に
「
学
力
定
着
状
況
た
し
か

め
テ
ス
ト
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
下
の
グ
ラ
フ
の
よ
う

に
、
小
学
校
で
は
、
実
施
さ
れ
た
す

べ
て
の
科
目
で
県
平
均
を
上
回
り
、

中
学
校
で
も
、
国
語
と
理
科
で
県
平
均

を
上
回
る
か
、
同
等
と
な
っ
て
お
り
、

半
年
間
の
取
り
組
み
の
成
果
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

半
年
間
の
取
り
組
み
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
は
、
多
く
の
課
題

を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
後
、
克
服
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
何
が
課
題
の
ま

ま
な
の
か
、
そ
の
課
題
を
克
服
す
る
に

当
た
り
、
３
学
期
に
、
何
を
ど
う
取
り

組
む
の
か
、
成
果
と
課
題
を
次
の

学
年
、
学
校
に
ど
う
つ
な
げ
て
い

く
か
を
、
学
校
で
は
、
ご
家
庭
と

い
っ
し
ょ
に
考
え
、
共
通
理
解
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
で
は
、
３
学
期
に
入
り
、

課
題
を
積
み
残
し
た
ま
ま
次
の
学

年
・
学
校
に
子
ど
も
た
ち
を
送
ら

な
い
た
め
に
、
当
該
学
年
で
課
題

の
あ
る
問
題
、
学
年
や
小
・
中
を

超
え
て
課
題
の
あ
る
問
題
を
、
授

業
や
補
充
学
習
、
家
庭
学
習
や
小

テ
ス
ト
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
徹
底

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ご
家
庭
で
も
、
次
の
３
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
留
意
い
た
だ
き
、
「
子
ど
も

が
伸
び
る
家
庭
学
習
」
の
習
慣
づ
く

り
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

子
ど
も
を
支
え
る

学
習
環
境
づ
く
り

ご
家
族
、
保
護
者
の
方
々
が
協
力

し
て
、
子
ど
も
と
の
会
話
や
ふ
れ
あ

い
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

「
家
庭
学
習
の
ル
ー
ル
」
を
子
ど
も

と
い
っ
し
ょ
に
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

学
ぶ
意
欲
を

高
め
る
自
主
学
習

ま
ず
、
宿
題
。
次
に
自
主
学
習
。
子

ど
も
た
ち
に
は
そ
の
習
慣
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

学
校
が
出
す
宿
題
だ
け
で
な
く
、
自

主
的
に
間
違
い
直
し
を
し
た
り
、
興
味

が
あ
る
こ
と
を
調
べ
た
り
す
る
な
ど
、

自
主
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
は
学
ぶ
意

欲
を
高
め
ま
す
。す

べ
て
の
根
幹

正
し
い
生
活
習
慣

正
し
い
生
活
習
慣
は
、
す
べ
て
の
根

幹
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
身
に
付
く
ま

で
、
粘
り
強
く
関
わ
り
、
し
っ
か
り
応

援
し
ま
し
ょ
う
。

と も な び VOL.３ （１）

今回のともなびは，井原

の子どもたちの学力に目を

向けました。子どもたちの

ために家庭・保護者の方の

ご協力をお願いします。

家
庭
で
自
主
学
習
の
習
慣
づ
け
を

＝
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
と

学
力
定
着
状
況
た
し
か
め
テ
ス
ト
の
結
果
か
ら
＝

▲全国学力・学習状況調査の結果(県平均と市平均の比較)

▲学力定着状況たしかめテストの結果(県平均と市平均の比較)

11
月
の
テ
ス
ト
で

取
組
の
成
果
が
明
ら
か
に

子
ど
も
が
伸
び
る

家
庭
学
習
の
習
慣
を

ポイント

１
家庭学習の

３つの約束

①始める時刻

②学習場所

③学習量

学習環境を

整える

①学習場所の整理

②準備(辞書など)をしてから学習

③終わったら、片付けと翌日の準備

▲家庭における｢家庭学習のルール｣を決める視点

ポイント

２
ポイント

３

ぱくどん すぽっち ぐっすりん

▼いばらっ子生活リズムプロジェクト

このたび、井原市学校管理規則の一部が

改正され、平成28年度から夏休み等の長期

休業日の期間が次のように変わります。

学校別

休業別
幼稚園

小学校

中学校

市立

高校

学年始

休業日

4月1日

～4月8日

4月1日

～4月6日

4月1日

～4月8日

夏 季

休業日

7月20日

～8月30日

7月20日

～8月30日

7月20日

～8月30日

冬 季

休業日

12月23日

～1月6日

12月23日

～1月6日

12月23日

～1月6日

学年末

休業日

3月22日

～3月31日

3月27日

～3月31日

3月22日

～3月31日



が
ん
ば
れ
!!

い
ば
ら
っ
子



こ
の
た
び
、
井
原
市
美
星
天

文
台
で
は
、
昼
間
や
夜
間
の
曇

天
・
雨
天
時
で
望
遠
鏡
が
使
え

な
い
時
に
も
、
迫
力
の
立
体
映
像
で
宇

宙
を
体
感
で
き
る
、
国
立
天
文
台
の
４

Ｄ
２
Ｕ
（
フ
ォ
ー
デ
ィ
ー
ツ
ー
ユ
ー
）

を
用
い
た
星
と
宇
宙
の
上
映
シ
ス
テ
ム

を
整
備
し
ま
し
た
。

４
Ｄ
２
Ｕ
と
は
、
３
次
元
空
間
（
３

Ｄ
）
に
時
間
軸
を
合
わ
せ
て
「
４
次
元
」

と
し
、
宇
宙
の
時
間
的
変
化
を
最
先
端

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
描
き
出
し
、
ま

た
最
近
の
観
測
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
宇

宙
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
い
る
か
の
よ

う
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

美
星
天
文
台
の
シ
ス
テ
ム
は
、
２
台

の
パ
ソ
コ
ン
と
２
台
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
、
そ
れ
ぞ
れ
左
目
用
の
映
像
、
右
目

用
の
映
像
を
再
生
、
映
写
し
ま
す
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
前
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

左
目
用
、
右
目
用
の
光
だ
け
を
通
す
よ

う
な
偏
光
フ
ィ
ル
タ
ー
（
円
偏
光
方
式
）

が
あ
り
、
専
用
の
メ
ガ
ネ
を
通
し
て
見

る
と
、
立
体
映
像
と
し
て
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ス
ク
リ
ー
ン
は
１
５
０
イ
ン
チ
の
大

き
さ
が
あ
り
、
一
度
に
50
人
ま
で
鑑
賞

で
き
ま
す
。

公
開
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り

で
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
迫
力
あ
る
宇

宙
空
間
の
立
体
映
像
を
体
感
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
上
映
時
間

約
30
分

▽
公
開
時
間

○
日
曜
、
祝
日

午
後
１
時
30
分
〜
、
午
後
３
時
〜

（
２
回
公
開
）

○
平
日

午
後
２
時
〜
（
１
回
公
開
）

○
夜
間
公
開
時
（
曇
天
、
雨
天
時
）

午
後
８
時
〜
（
１
回
公
開
）

▽
休
館
日

毎
週
木
曜
日

※
く
わ
し
い
こ
と
は
、
美
星
天
文
台

（
℡
87
‐
４
２
２
２
）
ま
で

岡
山
県
学
校
給
食
会
井
原
支
部
及
び

井
原
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
去

る
11
月
７
日
、
食
育
講
座
「
明
治

ほ
っ

て

つ
く
っ
て

味
わ
お
う

〜
ご
ん

ぼ
う
村
の
旬
を
味
わ
お
う
〜
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
井
原
市
内
で
栽
培
さ
れ
て

い
る
特
産
品
に
ふ
れ
る
こ
と
で
地
域
の

気
候
や
風
土
を
知
る
と
と
も
に
、
野
菜

作
り
の
苦
労
や
収
穫
の
喜
び
、
お
い
し

い
食
べ
方
な
ど
を
学
ん
だ
り
、
特
産
品

を
通
し
て
、
食
の
大
切
さ
や
食
に
関
わ

る
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
芳
井
町
明
治
地
区
の
特
産

ご
ん
ぼ
う
の
収
穫
体
験
と
ご
ん
ぼ
う
を

使
っ
て
の
調
理
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
内
の
小
学
生
と
保
護
者

９
家
族
20
人
が
、
芳
井
町
明
治
蔬
菜
園

芸
組
合
の
方
々
の
指
導
で
、
ご
ん
ぼ
う

掘
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

ま
た
、
調
理
実
習
で
は
、
ご
ん
ぼ

う
を
使
っ
た
お
す
す
め
料
理
３
種
類

を
園
芸
組
合
加
工
部
の
皆
さ
ん
の
指

導
で
親
子
で
調
理
し
、
参
加
者
全
員

で
試
食
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
土
が
粘
土
質

で
、
ご
ん
ぼ
う
を
掘
る
の
が
大
変
。
」
、

「
子
供
た
ち
と
料
理
な
ど
色
々
体
験
で

き
て
良
か
っ
た
。
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

高
梁
川
流
域
連
盟
に
加
盟
し
て
い
る
、

倉
敷
市
、
笠
岡
市
、
井
原
市
、
総
社
市
、

高
梁
市
、
新
見
市
、
浅
口
市
、
早
島
町
、

里
庄
町
、
矢
掛
町
の
７
市
３
町
で
は
、

公
立
図
書
館
の
相
互
利
用
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
市
町

以
外
の
図
書
館
で
も
利
用
者
カ
ー
ド
を

発
行
し
て
も
ら
い
、
図
書
な
ど
を
借
り

る
こ
と
が
で
き
、
昨
年
９
月
か
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
で
借
り
た
図
書
な

ど
を
、
圏
域
の
ど
の
図
書
館
で
も
返
却

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

出
か
け
た
先
に
あ
る
図
書
館
を
利
用

し
て
、
図
書
な
ど
を
借
り
、
返
却
は
近

く
の
図
書
館
で
で
き
る
の
は
と
て
も
便

利
で
す
。
ま
た
、
普
段
利
用
し
て
い
る

図
書
館
以
外
の
図
書
館
で
は
、
新
し
い

発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
い
こ
と
は
、
井
原
図
書
館

（
℡
62
‐
０
８
２
２
）
ま
で
。

と も な び VOL.３ （２）

いばら豆知識 ＝第３回＝

郷土の画家 片岡銀蔵
片岡銀蔵は、岡山

の洋画壇に大きな功

績を残した美星町出

身の洋画家です。

明治29年に美星町

で生まれ、画家を志

し上京、東京美術学

校（現在の東京芸術

大学）で学びます。

帝展、日展に出品を

重ね入選しますが、

戦時中に岡山へ疎開したのを機に、亡くなるまでの約20年間を岡

山の地で過ごしました。

井原には昭和21年頃から29年頃まで住み、制作するとともに、

岡山県美育振興会後月支部や井原高等学校の美術講師を務めるな

ど、後進の指導にあたりました。

銀蔵は昭和19年、矢掛町中川村に疎開していたと伝えられます。

それから井原に移るまでの数年間を矢掛町で過ごしたと思われま

す。この作品は、生まれ育った美星町にほど近い矢掛町の町並み

を、一軒一軒丁寧に愛情を持って描いているようです。画面の左

側には矢掛小学校、その手前には矢掛本陣、その奥には銀蔵が学

んだ旧制矢掛中学（現在の県立矢掛高校）、画面の右側には当時

の弦橋(つるはし)が見えます。田んぼのあぜ道、土手や橋の上な

ど点々と人影が確認できます。銀蔵の風景画には往々にして人物

が配されていますが、それが自然と風景に溶け込み、画面に温か

みを与えています。

芳井歴史民俗資料館では、昨年「特別展 郷土の画家 片岡銀

蔵展」を開催しました。およそ千人の来館があり、郷土作家に対

する関心の高さをうかがうことができました。

▲｢嵐山より矢掛の町を眺む｣(県立矢掛高校蔵)

食
育
講
座
を
開
催

ご
ん
ぼ
う
掘
り
を
体
験

▲くわを使ってごんぼう掘り

井原市中央公民館（アクティブライフ

井原）では、若者たちが集い、地域に関

心をもち、自らの力で地域をよりよくし

ていこうとする意欲と実践力を身につけ

る場をつくり、若者たちの自己肯定・有

用感と地域への愛着心を育み、地域活性

化に活かそうという取り組みを進めてい

ます。

活動しているメンバーは、市内に

在住、もしくは在学する中・高校生

を中心とした若者「夢源Makers」

と、プロジェクトの趣旨に賛同する

地域の大人たち「夢源Supporters」

で構成されています。

「井原市の教育の魅力化＝魅力あ

る人づくり」をキーワードに、地域

のお祭りに出店したり、地域で活躍

する大人たちをゲストに招いての合

宿や学習会、参加者同士がお茶を飲みな

がら楽しく情報や意見を交換できるカフェ

などを開催したり、今後、井原デニムを

アピールするイベントを企画したりする

などの活動を展開しています。

※興味、関心のある人は、ぜひ、井原市

中央公民館（TEL 63-3347）まで。

高
梁
川
流
域
の

図
書
館
が
便
利
に

いばら生き生きクラブ会員募集！

いばら生き生きクラブでは、平成28年度の

申し込みを３月15日（火）から

開始します。会費が割引になる

｢かぞく割｣もご利用ください。

※くわしいことは、スポーツ課

（TEL 62-9533）まで。

▲まなびフェスタ(1/30･31)に向けて準備中
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